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～人のお話を聞く図書館～

【会 場】新潟青陵大学（1号館）

中央区水道町1丁目5939番地

【対 象】小学3年生～6年生

【参加費】無料

【定 員】18人（事前申込制・定員を超えた場合抽選）

【締 切】2025年7月11日（金）

【申込み】二次元コードもしくはメール

自由研究の題材として

参加してみませんか？

〒951-8062 新潟市中央区西堀前通6番町909 Co-C.G. 3F

新潟市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

きらりん

◆当日の内容は裏面をご覧ください◆

※メール本文に参加する児童の名前・住所・電話番号・学年、
保護者の名前を明記の上、下記メールアドレスまでお送りください

人を「本」に見立て、「読者」に貸し出す「人のお話を聞く図書館」です。
「本」を読むように、その人の物語を聞いて対話します。
3人くらいの少人数で普段話す機会が少ない方（例：障がい者・外国人等）
のお話を聞き、「読者」のみなさんが感じたこと、思ったこと、質問など
を「本」役の方に伝えることで多様性の大切さを考える内容です。
2000年にデンマークで始まり、現在は100か国以上で開催されています。

※

「ヒューマンライブラリー」ってなに？

8月3日(日)
2025年

10：00～12：00
（受付9：30～）



【当日の流れ】 
障がいのある方、在日外国人などに「本」として来ていただき、約 20 分単位で 3 回実施します。 

（「本」役 1 人につき、聞き手は 3 人程度です） 

講演とは違い、「本」の人と聞き手が、意見のキャッチボールをしながら「本」の人のお話をテーマとし

て、お互いの考えを深めあうものです。 

なお、当日はサポートのため「司書」が進行役で入ります。１回 20 分の中で話し手が 10 分程自身

の生活歴等を話し、残りの時間は聞き手の子どもたちが質問をします。 
 

時間（例） 内容 備考 

9:30～10:00 受付  

10:00～10:15 オリエンテーション（15 分） ・保護者も参加できます（後方） 

10:15～11:35 読書タイム 

 

（20分×３回） 

・子どものみ参加です 

（保護者は休憩スペースでお待ちいた

だきます） 

・1 人につき、3 人のお話を聞くことが

できます 

※途中移動時間（10 分） 

11:35～11:45 休憩（10 分）  

11:45～12:00 ふりかえり（15 分） ・保護者も参加できます（後方） 

 
【本役のひとこと紹介】 ※詳しい紹介は、お申し込み後にご案内します。 
 

上林洋子 さん 
中途視覚障がい・ 

盲導犬ユーザー 

小学生のころから強度の近視で、看護師養成学校に通っていたころに「緑内障」

と診断されます。手術もしましたが症状が悪化し、看護師になることを諦める

ことに。子育てが落ち着いたころ盲導犬と出会い、活動の場が広がりました。 

菊地えり子さん 

難聴者 

※菊地さんは耳が聞こえにくいので、文字を書いて会話します。 

小学生の時に「中等度感音難聴」という耳が聞こえにくくなる病気だとわかり

ました。聞こえにくさでつらい思いをすることもありましたが、「要約筆記」と

いう文字で言葉を伝える方法に出会いました。 

Ｋａｃｃｏ さん 

心の病・女装家 

パニック障害などの３つの心の病気と５年間にわたる引きこもりを経験。気分

転換に何げなくはじめた“絵を描く”ことがきっかけでお仕事をいただき、悩

みながらも勧められた、イラストの仕事や講演会など活動の場を広げて… 

永田務 さん 

パラトライアスロン 

小学生の時にダイエットがきっかけで走り始めて、5年生で毎日 4㎞以上走っ

ていたそうです。大人になって大けがを負いますが、様々な人との出会いや支

えがあり東京パラリンピックに出場。銅メダルを獲得しました。 

リエン さん 

外国にルーツのある方 

2023 年の 9 月にベトナムから新潟に来ました。大学での勉強と通訳の仕事

をしています。一つひとつの物事にきちんと向き合うことを大切にしているリ

エンさんは、勉強に運動に遊びに料理にと、どれに対しても一生懸命です。 

桜井大輝 くん 
理沙 さん 

医療的ケア児とママ 

桜井さんは 2人の子どもを育てるシングルマザーです。次男の大輝くんは「水

無脳症」といって、頭の中に大脳がありません。自力で呼吸することが出来ず、

24時間医療的ケアを必要としています。 

 
【申し込みから当日まで】ご不明な点は、お気軽にお問合せください。 
① 表面の二次元コードかメールにて必要事項を明記の上、申し込みます。 

② 定員を超えた場合は抽選となります。参加の可否については後日お知らせします。 

③ 参加が決定された方には、後日「しおり」、「本」役の方の紹介文・聞きたい本の希望票について 

ご連絡します。 

昨年の様子はコチラ▶ 
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